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平成元年
(1989年)

第834号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（昭和64年11] 1日現在）

世帯数　56,889世帯(liij月比３世帯増）

人　ロ　･175,034人（前月比54 人川）

　　男　86,631人

　　女　88,403 人
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歴史資料館冬の企画展

宇治川東部

の古墳 出
土
品
約
1
0
0
点
を
展
示

☆
１
月
2
8
日
ｔ
～
４
月
１
６
日
冊
☆
入
場
無
料

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
一
月
二
十
八
日
出
か
ら
四
月
十
六

日
剛
ま
で
、
冬
の
企
画
展
「
宇
治
川
東
部
の
古
墳
」
を
開
催
。

宇
治
川
東
部
に
点
在
す
る
古
墳
の
う
ち
、
二
子
山
・
瓦
塚
。

二
子
塚
・
隼
上
り
な
ど
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
、
約

百
点
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
古
墳
時
代
の

歴
史
を
解
き
明
か
す
の
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
住
む
宇
治
は
、
古
い

歴
史
か
痔
つ
地
で
す
。
「
古
事
ぎ

や
『
日
本
書
紀
』
に
も
、
宇
治
に
関

す
る
記
述
が
見
ら
れ
未
了
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
世
紀
に
は

宇
治
が
大
和
Ｔ
現
在
の
奈
良
）
の

統
一
国
家
Ｔ
大
和
朝
廷
）
の
直
属

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

六
世
紀
の
初
め
に
北
陸
地
方
か
ら

出
た
継
体
天
皇
と
い
う
人
物
が
、

宇
治
川
流
域
な
μ
を
拠
点
と
し
て

大
和
勢
力
と
争
い
、
こ
れ
政
一
｛
え
、

大
王
Ｔ
天
皇
｝
の
座
に
つ
い
た
こ

と
な
ど
が
推
察
さ
れ
ま
す
。土の須恵器

さが18センチメートル

:ｌやあが
｜隼上り古墳出

｜左奥の壷の高　４
ｊ

　
宇
治
川
東
部
の
古
墳
の
発
掘
は

昭
和
四
十
三
年
に
始
ま
り
、
現
在

も
継
続
中
。
こ
の
間
、
そ
の
形
・

大
き
さ
・
埋
葬
品
な
丿
茄
ら
、
宇

治
山
本
の
二
子
山
古
墳
は
五
世
紀

前
～
中
期
に
造
ら
れ
た
、
大
和
勢

力
に
つ
い
た
豪
族
の
も
の
、
五
ヶ

庄
大
林
の
二
子
塚
古
墳
は
六
世
紀

前
半
に
造
ら
れ
た
、
継
体
天
皇
を

支
持
し
た
豪
族
の
も
の
だ
う
７
と

い
う
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
浙
蛋

し
た
。
こ
の
ぷ
つ
に
、
古
墳
や
そ
こ

か
ら
出
土
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ら

が
造
ら
れ
た
時
代
の
様
相
を
明
ら

か
に
す
る
手
掛
か
り
を
与
え
て
ぐ

れ
る
、
貴
重
な
歴
史
の
遺
産
な
の

で
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
宇
治
川

東
部
に
あ
る
二
子
ｍ
・
瓦
塚
（
五

-
W
t
e
出
土
の
’
‘
’
‘
”
參

　歴史資料館

午前９時～午後５時

(月曜日･祝日は休館)

　折居台IT目１十

∧a Ri ３１１

ヶ
庄
岡
本
）
・
二
子
塚
・
隼
上
り
（
花

道
）
な
ど
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た

遺
物
、
約
百
点
諮
豚
し
手
。

主
な
出
陳
品
は
、
甲
冑
・
刀
な
ど

の
武
具
、
玉
類
、
埴
輪
、
土
器
、

金
製
品
、
銅
製
品
な
ど
。

　
古
墳
か
ら
出
土
し
た
数
々
の
も

の
は
、
五
～
七
世
紀
に
生
き
、
宇

治
川
東
部
地
域
の
土
台
を
形
成
し

た
人
々
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る

上
で
、
大
見
返
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
一
度

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
蔵
展
示
室
で
は
「
土

器
の
移
り
か
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
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▲瓦塚古墳出土の玉類

１
幼
稚
園
児
た
ち
も
堂
々
と
分
列
行
進
で
参
加

宇
治
の
土
器
を
陳
列
し
康
司
ほ

と
ん
ど
が
、
今
回
初
め
て
展
示
さ

れ
る
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
も
併
せ

て
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
教
育
委
員
長
に

　
古
池
さ
ん
を
再
任

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年

十
二
月
の
定
例
会
で
教
育
委
員
長

に
古
池
二
巳
雄
さ
ん
（
七
十
一
歳
）

を
再
任
（
七
期
目
）
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
職
務
代
理
者
に
は
服

部
宏
さ
ん
（
四
十
七
歳
）
か
選
任
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
六
十

三
年
十
二
月
二
土
〈
日
か
ら
平
成

元
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
一

年
間
で
す
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

自
治
功
労
者

　
植
村
庄
三
郎
さ
ん
逝
去

　
宇
治
市
自
治
功
労
者
の
植
村
庄
三
郎
さ

ん
が
、
一
月
四
日
、
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

九
十
二
歳
。
植
村
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年

五
月
か
ら
三
十
四
年
四
月
ま
で
宇
治
市
議

会
議
員
を
、
ま
た
、
昭
和
二
土
八
年
七
月

か
ら
四
十
年
三
月
ま
で
錨
ｆ
治
市
農
業
委

員
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
と
農
業
振
興

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
宇
治
市
消
防
出
初
め
式
が
、
一
月

七
日
午
前
十
時
か
ら
、
府
立
宇
治
公

園
中
の
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
消
防
職
員
や
消
防
団

員
、
宇
治
自
衛
消
防
隊
連
絡
協
議
会

員
、
幼
年
・
少
年
・
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
員
庖
（
百
人
が
参
加
。
池
本
市
長

は
、
式
辞
の
中
で
「
本
日
午
前
六
時

三
十
三
分
、
天
皇
陛
下
が
崩
御
せ
ら

れ
ま
し
た
。
深
い
悲
し
み
と
哀
悼
の

意
を
表
わ
す
と
共
に
、
ご
め
い
陥
を

お
祈
り
し
ま
す
」
と
弔
意
か
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
畷

範
演
技
が
披
露
さ
れ
、
凪
後
に
一
斉

放
水
で
火
魔
完
封
か
善
い
、
防
火
へ

の
決
意
か
薪
た
に
Ｌ
ｙ
ゞ
し
た
。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー

　
一
月
二
土
八
日
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す
。
文
化
財
防
火

デ
ー
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月

二
土
（
日
に
法
隆
寺
金
堂
か
ら

出
火
し
、
国
宝
十
二
面
壁
画
の

大
半
が
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、

国
民
的
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

火
災
・
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
う
と
い
う
文
化
財
愛
護
思

想
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
、
平
等
院
鳳
凧
（
ほ

う
お
う
）
堂
や
宇
治
上
神
社
本

殿
な
ど
の
国
宝
を
は
に
め
、
貴

重
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま

１月26日

す
。
先
人
が
築
浙
王
げ
た
大
切

な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
の

は
、
私
た
ち
の
努
め
で
す
。
文

化
胆
彫
ハ
災
か
ら
守
る
た
め
、

　
一
人
ひ
と
り
が
次
の
正
し
い
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た
き

　
火
や
た
ば
こ
な
芦
沢
を
便
わ

　
な
い
。

○
火
遊
び
を
し
な
い
、
さ
せ
な

　
い
。

　
な
お
、
消
防
本
部
で
は
、
文

化
財
の
防
火
特
別
査
察
や
社
寺

消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

みんなで来てね

市立幼稚園こども展

■とき…１月27日(勿～29日(川),午前９時～

　午後i時

■ところ…中央公民館(展示室、ロビー)

・入場料…無料

市立幼稚園こども音楽会

■とき…１月29日(日)、午前10時～正午

■ところ…文化会館大ホール

■入場料…無科

　　　　　　　　　　　　(学校教育課)
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無火災の願い込め

消防出初め式
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子育てを考える
　家庭教育学級
　　～今､大切なものは何?～

広野公民館で１月27日から

　
未
来
に
可
能
性
を
い
っ
ぱ
い
秘

め
た
子
ど
も
。
親
は
、
そ
の
子
ど

も
奮
信
じ
、
期
待
し
て
大
切
に
育

て
て
い
き
毒
ｙ
。
し
か
し
、
ふ
と

育
児
に
迷
い
、
悩
む
事
が
あ
り
ま

せ
ん
か
。
親
と
し
て
予
想
外
の
子

μ
Ｅ
）
の
態
度
や
変
化
に
、
戸
惑
い

奎
鸞
笙
せ
ん
か
。

　
こ
の
学
級
で
は
、
子
μ
石
の
発

達
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
親
か

ら
み
た
子
μ
七
、
子
μ
石
か
ら
み

た
親
へ
の
思
い
な
ど
を
学
び
、
子

育
て
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何

か
忿
マ
策
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
表
▼
と
こ

ろ
…
広
野
公
民
館
▼
対
撃
・
・
幼
児

か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
が
石
を
持

　公民館の所在地

広野公民館広野町寺山17 （豊⑥7450)

中央公民館折居台i丁目（a⑩i4ii）

子育てを考える家庭教育学級の日程表

;!日
－ア　ー　マ 講　師

1/27
閃

開講のあいさつ、学習の進

め方、講座に望むことなど

公　民　館　長
公民n 職員

1/31
(火)

子どもの発達過程からみて

　一大切な時期とは一

京都教育大学助lili

相田　八夫さん

2 ／7　(･≪
了-どもの自立
　一親離れ・子離れ－　同志杜大学講師

シュペネマン大島偕芙さん

2 16
困
親の役割りと
　家族のかかわリ方

2/23
　(ね

基本となる性教育

一筏として何を駄なけれぱ'iらないか- 松本病院BI院S
松本　文絵さん

2 /n
闘
子育て、ふり返って
　.一やる気を大切に－

教育委貝会指導主參

永井　忠之さん

つ
親
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
保
育
・
：
２
歳
以
上
の
子
芦
も
。

お
や
つ
代
三
百
円
か
必
要
。
ご
希

望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時
に
併

せ
て
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話
ま
た
は

来
館
で
。
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
　
市
民
ア
ト
リ
エ

　
～
ス
リ
ラ
ン
カ
の

　
　
民
族
衣
装
を
描
く
教
室
～

　
本
市
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヌ
ワ
ラ

エ
リ
ヤ
市
は
友
好
都
市
で
す
。
こ

の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
衣
装
を
モ

デ
ル
に
ク
ロ
ッ
キ
ー
を
し
て
み
ま

※時間はいずれも午前10時~正午

せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
し
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
右
下
表
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
…
3
0

人
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
持

参
品
…
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
ス
ケ

″
チ
板
、
鉛
筆
な
ど
▼
申
し
込
み

市民アトリエの日程・内容表

月　日 内　　　　　　容

2／7火 開講式・オリエンテーションモデルを見てのクロッキー

2/U(火 モデルを見てのクロッキー

2/21(火 モデルを見ての絵付け

※時間はいずれも午後１時～３時半

・
・
・
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
経
験
の

有
無
を
書
い
て
、
１
月
3
1
日
必
着

で
中
央
公
民
館
へ
。
多
数
の
場
合

は
抽
選
の
上
、
各
自
に
結
果
を
連

絡
し
ま
す
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
京
都
の
文
化
や
伝
統
産
業
か
映

旦
鮪
一
介
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
。

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
1
日
出
、
午
後

Ｌ
時
半
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
上
映
作
品
・
：

京
象
が
ん
・
鎚
起
（
つ
い
き
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
公
民
館
土
曜
講
座

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
り

の
深
い
事
柄
に
つ
い
て
学
ぶ
公
民

館
土
曜
講
座
。
今
回
は
、
平
和
利

用
を
中
に
心
に
原
子
力
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
▼
と
き
…
１
月
2
8
日
出
、
午
後

１
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
「
世
界
の
軍

事
・
防
衛
・
原
子
力
の
話
題
学
」

－
今
、
何
か
起
き
て
い
る
の
か
１

▼
講
師
・
・
・
京
都
新
聞
社
滋
賀
本
社

編
集
局
長
・
久
津
間
保
治
さ
ん

▼
受
講
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
中
央
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
～
文
化
財
防
火
デ
ー
～

　
一
月
二
土
〈
日
の
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
に
ち
な
ん
で
、
文
化
財

保
護
へ
の
認
識
を
更
に
深
め
る
た

め
に
、
こ
の
日
の
意
義
や
由
来
を

学
び
ま
す
。

　
▼
と
き
…
１
月
2
5
日
困
、
午
前

1
0
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
対
象
・
：
市
民
▼
講
師
…
市

社
会
教
育
課
職
員
▼
参
加
…
当
日

直
接
会
場
へ
。
　
（
広
野
公
民
館
）

午前10時～午後4時　観光センターなどで2／26(日)

　
　
　
　
　
一
月
十
一
日
号
市
政

四
１ １
Ｕ

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
宇
治
市
農
業
委
員
会
新
役

員
の
任
期
が
、
平
成
元
年
七
月
十

九
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
ぐ
は
平
成
二
年
七
月
十
九
日

で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
康
ｙ
。祭

　
所
へ
出
な
い
。

○
風
邪
の
予
防
を
・
・
・
う
が
い
を

　
十
分
に
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

　
エ
ン
ザ
は
、
里
累
逼
じ
て

　
も
感
染
し
栄
ｙ
。
手
指
も
よ

　
ぐ
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
風
邪
を
ひ
い
た
ら
・
：
早
め
に

　
安
静
鴛
入
浴
と
喫
煙
は
控

　
え
る
。
栄
養
価
が
高
く
、
消
化

　
の
良
い
も
の
聚
貫
べ
る
。
症

　
状
の
重
い
場
合
は
、
早
め
に

　
医
師
の
診
断
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
二
月
二
土
八
日
面
ぶ
る
さ

Ａ
ｆ
治
″
の
味
覚
夕
見
て
、
食

べ
て
、
楽
し
む
「
ふ
る
さ
と
の

味
覚
－
展
示
と
賞
味
戸
が
、

観
光
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
欠

　
各
種
コ
ー
ナ
ー

◆
宇
治
に
ち
な
ん
だ
料
理
、
土

　
産
品
の
展
示
会
と
試
食
コ
ー

　
ナ
ー
（
観
光
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
十
人
に
京
焼
炭
山
の
陶
器

　
が
、
百
人
に
宇
治
の
レ
タ
ー

　
セ
″
ト
が
当
た
る
お
楽
し
み

　
抽
選
会
も
あ
り
未
了
。

◆
料
理
賞
味
会
（
平
等
院
南
門

　
前
宇
治
駐
車
場
ビ
ル
２
階
）

　
　
京
野
菜
か
ヌ
ー
ン
に
し
た

　
早
春
の
宇
治
の
味
覚
「
宇
治

　
川
御
膳
」
か
資
味
（
午
前
十

　
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

　
一
時
間
ご
と
に
四
回
）
。

◆
茶
だ
ん
ご
製
造
・
試
食
会
と

　
申
治
に
ち
な
ん
だ
観
光
土
産

　
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
観
光

　
セ
ン
タ
ー
隣
り
児
童
公
園
）

ざ
こ
ば
　

べ
か
こ
二
人
会

落
語
　
ざ
こ
ば
　
　
　
べ
か
こ

◆
拝
観
‐
平
等
院
庭
園

　
参
加
券

　
参
加
券
は
、
一
枚
一
吊
五
百

円
（
七
百
人
限
り
）
で
、
料
理

賞
味
券
、
茶
だ
ん
ご
賞
味
券
、

拝
観
券
、
お
楽
し
み
抽
選
券
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
未
７
．

　
前
売
り
券
は
、
一
月
二
十
一

日
か
ら
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、
観

光
案
内
所
（
宇
治
橋
西
詰
・
近

鉄
大
久
保
駅
）
、
宇
治
商
工
会
議

所
、
京
阪
交
通
社
各
営
業
所
で

発
売
。
電
話
予
約
は
観
光
セ
ン

タ
ー
（
豊
⑩
１
３
４
）
だ
け
、

賞
味
会
の
時
間
指
定
可
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

2

/18(土)午後6時半開演

宇治市文化センター小ホｰル

1
月
2
2
日
（
日
）
か
ら
発
売

　
　
◆
前
売
券
　
一
、
五
〇
〇
円

　
　
◆
当
日
券
　
一
、
八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
《
全
席
自
由
席
》

948

お
、
知
ら
せ

世
界
一
折
ヅ
ル
製
作

ス
タ
ッ
フ
の
募
集

宇
治
市
レ
ク
リ
干
‐
シ
ョ
ン
団

体
連
絡
協
議
会
で
は
、
三
月
五
日

順
に
黄
梨
体
育
館
で
開
催
の
「
第

二
回
宇
治
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
て
ハ
ル
ど
の
指
と
ま

れ
」
の
中
で
行
う
「
世
界
一
大

き
な
折
ブ
ル
の
製
作
」
の
ス
タ
″

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象
…
高
校
生
以
上
。
実
施

日
に
責
任
を
持
っ
て
携
わ
れ
る
人

▼
申
し
込
み
…
市
民
体
育
課
（
き

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
5
日
團
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ

や
）
▼
内
容
・
：
お
は
な
し
、
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
…
幼
児

か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入
場
は
子

供
だ
け
）
▼
参
加
料
・
：
無
料
▼
申

し
込
み
…
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問

い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
図
書
館
（
豊
⑩

1
5
1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
調
製

　
農
業
委
員
会
で
は
、
選
挙
入
名

簿
に
登
載
で
き
る
人
（
一
月
一
日

現
在
）
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
を
禾
提
出
の
人
は

至
急
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
申
請
書
が
提

出
さ
れ
な
い
場
合
、
選
挙
人
名
簿

禾
登
載
と
な
り
、
誓
そ
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
原
ぐ

だ
さ
い
。
　
　
（
農
業
委
員
会
）

　
臨
時
職
員
の
募
集

　
市
で
は
、
一
般
事
務
補
助
の
臨

時
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
を
募
集
中

で
す
。
応
募
資
格
は
、
十
八
歳
以

上
四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
女
性
。

　
に
募
者
は
名
簿
に
登
録
し
、
必

要
に
応
じ
、
そ
の
中
か
ら
選
考
し

て
雇
用
し
未
了
。

　
登
録
か
希
望
ず
る
人
は
、
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

写
真
を
は
っ
て
、
職
員
課
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）
。
　
（
職
員
課
）

　
巡
回
更
生
相
。
談

　
手
足
や
耳
の
不
自
由
な
人
の
巡

回
更
生
相
談
が
、
次
の
と
お
瞎
行

わ
れ
毒
了
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
６
日
側
、
午
後

１
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
諮
福

祉
会
館
▼
内
容
・
Å
身
体
障
害
者

壬
帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要
な

診
断
○
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に

必
要
な
診
断
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
福

祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
手
帳
の
交
付
・
再
交
付
申
請
に

は
、
印
鑑
と
顔
写
真
一
枚
（
縦
四

な
×
横
三
な
）
が
、
補
装
具
の
交
付

・
修
理
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
現
在
補
装
具
か
使
用

し
て
い
る
人
は
、
必
ず
補
装
具
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
　
（
福
祉
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座

　
▼
と
き
・
：
２
月
６
日
間
か
^
ａ
ｃ
ｏ

月
９
日
出
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜

日
の
1
0
回
。
午
後
６
時
半
～
９
時

▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
▼
受
講
料
二
万
円
▼

定
員
・
・
・
2
0
人
▼
申
し
込
み
・
：
１
月

3
1
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
き
㈲

0
7
8
0
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

寒
さ
に
負
け
ず
に

　
冬
の
健
康

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
怠
請

に
過
ご
す
た
め
、
次
の
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
規
則
正
し
い
生
活
を
・
：
過
労

　
差
揖
け
、
睡
眠
を
十
分
に
。

Ｏ
体
力
を
保
つ
…
栄
養
の
バ
ラ

　
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
か
ず
る
。

　
自
分
に
適
し
た
運
動
を
、
生

　
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
。

○
保
温
に
注
意
・
・
・
衣
服
と
寝
具

　
を
清
潔
に
。
暖
房
中
は
換
気

　
と
湿
度
に
気
を
つ
け
る
。
血

　
圧
の
高
い
人
は
、
急
に
寒
い

平成元年度指名登録業者の受け付け

物品役務と測量･建設コンサル　１月30日から

　　　　　　　　　建設工事　２月20日から

　
平
成
元
年
度
の
指
名
業
者
資
格

審
査
の
申
請
を
、
次
の
要
領
で
受

け
付
け
ま
す
。
申
請
を
し
て
い
な

い
と
、
建
設
工
事
、
測
量
や
建
設

コ
ン
サ
ル
業
務
・
物
品
役
務
の
供

給
な
ど
の
指
名
競
争
入
札
な
ど
に

参
加
出
来
ま
せ
ん
。

　
〈
入
札
参
加
資
格
〉

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
人

（
業
者
）
は
、
申
請
出
来
ま
せ
ん
。

⑤
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
並
び

　
に
破
産
者
で
復
権
か
尋
な
い
人
。

⑤
平
成
元
年
３
月
3
1
日
現
在
で
、

　
当
該
営
業
開
始
後
２
年
未
満
の

　
人
（
建
設
工
事
関
係
業
種
で
は

　
建
設
業
法
に
よ
る
営
業
の
許
可
、

　
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
関
係

　
業
種
で
は
業
務
ご
と
に
市
が
定

　
め
る
営
業
に
関
す
る
登
録
、
物

　
品
や
役
務
関
係
業
種
で
は
当
該

　
営
業
名
付
ラ
た
め
に
必
要
な
許

　
認
可
な
ど
を
得
た
後
２
年
未
満

　
の
人
）
。

２
　
直
前
２
年
の
各
営
業
年
度
に
営

　
業
実
績
高
の
無
い
人
。

１
　
宇
治
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
。

　
詳
し
ぐ
は
、
管
財
契
約
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
申
請
要
領
の

請
求
は
、
管
財
契
約
課
ま
で
直
接

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

業務区分と受付日程表

　　○
　　建
・　設
建　工
築　事
や　関
土　係
木
な
ど
の
工t;

　　○　　○　　渕　　物

　●辰●●品
地測・各物・
tt収建腫､品役
調や設の供務
fi±コ役綸関
　｀木ン務や係
補mサ提裂
償築ル供造
調設関なの
介計係ど詰
な　　　負
ど

業

務

内

容

　２月20日(l|]かふ

. 2月25日川まで

1 )j30[i(ll)から

２月4 日出まで
受

付

期

間

＼こ記の期川の午前9時から午後5時まで

　ただし正午から午後l時までと
　（土曜日の午後は除く。　　　）

宇治市産業会n階
　　多目的ホー-ル

宇(Yii↑i役所
プレハブ庁舎IPS

受
付
場所

　　　　　※　　許ひ印申
だ請し巾飢こ　　融記鑑乱
さ要い請　｀の　　可簿証書
い領こに記外　等謄明
゜“とつ入｀　証本書
　をはいな必　明
　ご｀て法要　　河
　覧．のなな　な　く申詳ど書　ど

必
要
書
飢
な
ど

ふるさとの味覚ー展示と賞味会ー

社団法人

宇治市観光協会

　(観光センター内)

　電話(23)3334
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